
２０２２年度 自己点検・評価チェックシート  学部・研究科名：文化構想学部 

※学部・研究科ごとに作成してください。                                

確認事項 1   ３つのポリシー 

（１）３つのポリシーを教授会・運営委員会等で確認した 
☒確認した 2021 年 7 月  会議名：文学学術院教授会 

☐確認していない    年  月  確認予定 

（２）３つのポリシーは学生や社会に公表されている 
☒公表されている ☒要項 ☒HP ☐パンフレット ☐その他（            ） 

☐公表されていない 公表予定時期： 

 

確認事項 2   学修成果 

（１）学修成果を設定している 

☒設定している 

※詳細は別紙のとおり。 

⇒(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）学修成果の内容 

☒各学部・研究科の DP と関連付けて設定している 

☒複数の方法で根拠に基づいて測定することが可能である 

☒知識、スキル、態度・志向性をバランスよく含んでいる 

☒「学生は、～することができる」といった形式にするなどわかりやすい記述となっている 

（３）学修成果を明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない 2023 年 8 月 明示予定 

◆明示している学修成果（昨年度報告している箇所もご記入ください。ホームページ等のリンクではなく、学修成果をご記入ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

＜３つのポリシー・カリキュラム・入試制度の変更＞ 

 ※2021 年 10 月以降に変更を決定した項目があれば記載してください。本チェックシートの別項目で記載している場合は不要です。 

 

項目 変更時期 変更内容 変更理由 

カリキュラム・ポリシー 

 

2022 年 4 月～ 部分的に字句の修正を行った。 より適切で解りやすい記載とするため。 

 

 

   

 

 

   

 

※確認事項 3-1、3-2、3-3、3-4、3-5、3-6、3-7、3-8、3-9、3-10 は該当なし 

確認事項 3   学修成果の測定方法の設定 

（１）アセスメント・ポリシーを設定している 

☒設定している 

※詳細は別紙のとおり。 

⇒確認事項(2)、(3)を記入 

☐設定していない    年  月  設定予定 

（２）アセスメント・ポリシーの内容 

☒学修成果と測定方法の関連性が明確になっている 

☒学修成果を複数の方法（可能な限り「直接評価」と「間接評価」の組み合わせ）で測定する 

☒測定時期を明確にしている 

☐どの水準をもって達成とするか学部・研究科内で合意している 

（３）アセスメント・ポリシーを明示している 
☐明示している ☐要項 ☐HP ☐パンフレット ☐その他（             ） 

☒明示していない 2023 年 8 月 明示予定 

◆明示しているアセスメント・ポリシー （別紙での提出も可） 

 



文化構想学部 アセスメントポリシー（最終案） 2022.04.17 

 

１．概要 

【目的】 

 学生の学修成果について、ディプロマポリシーで示された各項目を、以下のとおり検

証する。 

【実施体制】 

文化構想学部長を実施責任者とし、文化構想学部教務主任が実施する。 

【学修成果の測定方法】 

以下の学修成果について、別紙のアセスメント・チェックリストにより実施する。 

 

２．学修成果 

・（DP5に対応）あらゆる学問の基礎となるアカデミック・リテラシーを身につける。 

・（DP7に対応）幅広い視野と柔軟で豊かな発想力をともなう基礎的能力を身につける。 

・（DP8 に対応）自身の研究テーマを構想するための多角的な視点と大局的な視野を得

る。 

・（DP9に対応）他の学生や教員との討論・意見交換を通じて、独自性をもつ研究テーマ

を確立することができる。 

・（DP9 に対応）一定の学問的水準と独創性を備えた自己の見解を表明することができ

る。 

・(DP6 に対応) グローバル化を反映した幅広いトピックに対応できる日本語あるいは

外国語能力を習得する。 

・（DP6に対応）異文化理解力とコミュニケーション力を駆使しながら、自己の考えを表

明することができる。 

（DP3に対応）人と情報が地球規模で行き交うなかで、他者との協働を通じて、主体的

に生きていくことができる。 

・（DP1・2に対応）現代の世界が抱える諸課題を領域横断的に分析し、国内および国際

的な諸問題の解決に役立てることができる。 

・（DP4に対応）文学・哲学・歴史学・社会学をはじめとする人文社会科学全般にわたる

学識をもって、現代社会の持続的な発展に貢献することができる。 

 

３．アセスメント・チェックリスト（別紙） 
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測定時期

（学修段階） 

測定方法 学修成果との関連 手法 評価者 結果の活用方法 

1 年次 必修基礎演習

の単位取得・成

績 

（DP5）あらゆる学問の基礎となるアカデ

ミック・リテラシーを身につける。 

成績評定* 

アンケート（未

進級者対象） 

学部 

担当教員 

学生 

・進級判定 

・未進級者には理由の報告を求め，

修学相談・指導を実施 

1～4 年次 基礎外国語・必

修英語・選択外

国語・選択英語

の単位取得・成

績 

（DP6）グローバル化を反映した幅広いト

ピックに対応できる日本語あるいは外国

語能力を習得する。 

（DP6）異文化理解力とコミュニケーショ

ン力を駆使しながら、自己の考えを表明す

ることができる。 

成績評定* 

アンケート（未

進級者対象） 

学部 

担当教員 

学生 

・進級判定（基礎外国語） 

・未進級者には理由の報告を求め，

修学相談・指導を実施 

・卒業判定 

1～4 年次 講義の単位取

得・成績 

（DP8）自身の研究テーマを構想するため

の多角的な視点と大局的な視野を得る。 

成績評定* 

 

学部 

担当教員 

・卒業判定 

2～4 年次 専門演習の単

位取得・成績 

（DP6）異文化理解力とコミュニケーショ

ン力を駆使しながら、自己の考えを表明す

ることができる。 

（DP7）幅広い視野と柔軟で豊かな発想力

をともなう基礎的能力を身につける。 

成績評定* 

 

学部 

担当教員 

・卒業判定 

 

 

2～4 年次 卒業に必要な

単位取得全般 

（DP6）グローバル化を反映した幅広いト

ピックに対応できる日本語あるいは外国

語能力を習得する。 

（DP6）異文化理解力とコミュニケーショ

ン力を駆使しながら、自己の考えを表明す

単位取得状況 

GPA 

アンケート（成

績不振者対象） 

学部 

学生 

・学年ごとに一定の基準を設けて未

達成者には理由の報告を求め，必要

に応じて修学相談・指導を実施 
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ることができる。 

（DP7）幅広い視野と柔軟で豊かな発想力

をともなう基礎的能力を身につける。 

（DP8）自身の研究テーマを構想するため

の多角的な視点と大局的な視野を得る。 

（DP9）一定の学問的水準と独創性を備え

た自己の見解を表明することができる。 

2 年次 ゼミ志望理由 

卒業研究計画 

（DP7）幅広い視野と柔軟で豊かな発想力

をともなう基礎的能力を身につける。 

（DP8）自身の研究テーマを構想するため

の多角的な視点と大局的な視野を得る。 

ゼミ志望理由書 

卒業研究計画書 

※既修科目と志望理

由・研究計画との関

連性を記載させる。 

学生 ・ゼミ選考 

・卒業研究指導教員決定 

3～4 年次 ゼミの単位取

得・成績 

（DP3）人と情報が地球規模で行き交うな

かで、他者との協働を通じて、主体的に生

きていくことができる。 

（DP9）他の学生や教員との討論・意見交

換を通じて、独自性をもつ研究テーマを確

立することができる。 

成績評定* 

 

学部 

担当教員 

・卒業判定 

4 年次 ゼミ論文・卒業

研究の評価 

（DP1・2）現代の世界が抱える諸課題を

領域横断的に分析し、国内および国際的な

諸問題の解決に役立てることができる。 

（DP9）一定の学問的水準と独創性を備え

た自己の見解を表明することができる。 

成績評定* 学部 

論系 

担当教員 

・卒業判定 
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4 年次 卒業・就職・進

学状況 

（DP1・2）現代の世界が抱える諸課題を

領域横断的に分析し、国内および国際的な

諸問題の解決に役立てることができる。 

（DP4）文学・哲学・歴史学・社会学をは

じめとする人文社会科学全般にわたる学

識をもって、現代社会の持続的な発展に貢

献することができる。 

就職・進学率 

就職・進学先 

大学 

学部 

・教職員に開示してカリキュラム改

革・学習環境改善の参考とする。 

「学部卒業予定

者の進路に関す

る調査」（4 年次

生対象のアンケ

ート） 

学生 

 

・教職員に開示してカリキュラム改

革・学習環境改善の参考とする。 

 

*本学部では，学部として成績評定にルーブリックを導入することはしない。ルーブリックは学修成果を複数の要素に分解して評価するものだが，

人文系の学修・研究においては，部分の総和がただちに全体になるわけではなく，たとえば，ある要素における突出した成果が，他の要素の達成

度如何にかかわらず全体としての高評価に結びつくことがしばしばあるからである。また，本学部で扱う学問分野はきわめて多岐にわたり，学横

断的・超領域的アプローチを指向するプログラムや科目も少なくない。したがって，個々の論系・プログラム・科目によって，成績評価の観点・

尺度は多様にならざるを得ないが，そうした細分化されたルーブリックを設計することは現実的に困難である。受講する学生にとっても，本学部

においては，必修科目が少なく，自身の属する学部・論系以外の科目を幅広く履修できるカリキュラムが組まれているため，多種多様なルーブリ

ックに一々対応することは，過重な負担となる。ただし，ルーブリックに代わるものとして，成績評定を学修成果アセスメントに用いるにあたっ

ては，当該科目群において求められる学修成果を教員に対して明示し，シラバス執筆・成績評定にあたって留意することを要請したい。 



資料：文化構想学部ディプロマ・ポリシー 

 

学部の理念・目標 

（DP1）多元的・複合的な文化の様相と構造を解明し、表象の分析と文芸の創造に取り組み、

人間と社会の本質に迫ることによって、新しい時代にふさわしい文化を構想する。 

（DP2）文化学の叡智を現代の課題で照らし、これまでの学問領域を大胆に乗り越えて、広

領域的・学融合的アプローチを実践する。 

 

人材養成の方針 

（DP3）人と情報が地球規模で交流し、文化が複雑に絡まりあい、多面的な様相がみられる

時代を生き抜くための幅広い教養をもった人材を育成する。 

（DP4）柔軟で豊かな発想力を使って、新しい文化の世界をダイナミックに構想できる人材

を育成する。 

 

具体的な到達目標 

（DP5）「必修基礎演習」を通じて、専門学習に取り組むための基礎となるアカデミック・

リテラシーを身につける。 

（DP6）「必修英語」・「基礎外国語」などの履修を通じて、専門課程で充分に活用でき、ま

た様々な場面における幅広いトピックに対応できる外国語能力を身につける。 

（DP7）各論系に設置される「専門演習」の履修を通じて、文化研究の方法を実践的に学び、

専門研究に取り組むための基礎的な能力を養う。 

（DP8）「講義」・「選択英語」・「選択外国語」などを、論系の枠にとらわれずに自由に組み

合わせて履修することを通じて、ダイナミックな学問の広がりを体験し、基礎教養を深める

とともに、自らの研究テーマを構想するための広やかな視野を得る。 

（DP9）「論系ゼミ」または「卒業研究」のいずれかを選択し、学生相互の討論や教員によ

る指導を通じて自らの研究テーマを確立し、学修の集大成として、一定の学問的水準と独創

性を備えた「ゼミ論文」または「卒業研究」を作成・提出する。 

 

 

（注記）文化構想学部のディプロマ・ポリシー自体には番号等は振られていないが、アセス

メント・ポリシー策定にあたって、両者の対応関係を明示するため、ディプロマ・ポリシー

の各項目に「DP」および通し番号を付した。 

 


